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第42回ディジタル図書館ワークショップ 
 

Meta Bridgeワークショップ  
「メタデータスキーマを作ってみよう！ 」	

平成２４年３月１３日	

インフォコム株式会社　鳥越直寿	

はじめに	

•  Meta Bridgeはメタデータスキーマを収集・蓄
積するメタデータレジストリです。メタデータを
利用したサービスの構築を支援します。	

•  平成22年度総務省「電子出版環境整備事業
（新ICT利活用サービス創出支援事業）」にお
ける「メタデータ情報基盤事業」にて構築され
ました。	
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チュートリアルの内容	

•  本チュートリアルでは次のことを学習できます。	

•  第１部　メタデータスキーマを探してみよう！	
1.  Meta Bridgeの基本的な使い方	

2.  メタデータの語彙を探す	

3.  メタデータの記述規則を探す 
4.  ＲＤＦ形式のメタデータを作成する	

•  第２部　メタデータスキーマを作ってみよう！	
1.  Meta Bridgeへのユーザ登録	

2.  Meta Bridgeへのログイン	

3.  メタデータの語彙の登録	

4.  メタデータの記述規則の登録 
•  第３部　メタデータを変換してみよう！ 

1.  メタデータを作成する 
2.  ＲＤＦ形式へ変換する 

第１部　メタデータスキーマを探してみよう！　	

1.  Meta Bridgeの基本的な使い方	

2.  メタデータの語彙を探す	

3.  メタデータの記述規則を探す 
4.  ＲＤＦ形式のメタデータを作成する	
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メタデータスキーマを探してみよう！ 
•  想定ケース 

– あなたはデジタルコンテンツ（画像）をインター
ネットで販売するＷｅｂサイトの構築の担当者です。 

– Ｗｅｂサイトの構築にあたりメタデータスキーマを
作成しなければなりません。 

– 幅広くデジタルコンテンツを流通させるために相
互運用性の高いメタデータを作りたいと考えてい
ます。 

– 標準的なメタデータの語彙を探す必要があります。
また、いろいろな記述規則の事例を調査する必
要があります。 

1.  Meta Bridgeの基本的な使い方(1) 

•  Meta BridgeをＷｅｂブラウザで表示する。	

– http://www.mi3.or.jp/ 

メタデータ基盤協議会のトッ
プページの画面下にあるボ

タンをクリックする。	 Meta Bridgeのメニュー画面
が表示される。	
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1.  Meta Bridgeの基本的な使い方(2) 

•  Meta Bridgeのメニュー	

一般利用メニュー
から利用する機能

へ遷移する。	

言語の切り替え。
日本語と英語での

表示が可能。	

ヘルプをクリックすると
マニュアルを表示。ロ
グインはメタデータス
キーマを作るときに必

要。	

トップロゴをクリック
するとどの画面か
らもメニューへ戻る	

各機能の簡単な説
明が記載されてい

る。	

２．メタデータの語彙を探す(1) 
•  Meta Bridgeに登録されているメタデータ語

彙の検索方法を説明します。	
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２．メタデータの語彙を探す(２) 
•  「語彙定義検索」を表示する。	

①一般利用メニュー
の「語彙定義検索」を

クリックします。	

②語彙定義検索一覧
が表示されます。	

２．メタデータの語彙を探す(３) 
•  全てのメタデータ語彙定義を表示します。	

①検索ボタンを
クリックします。	

②画面の下部に
登録されている語
彙の一覧が表示

されます。	

　ヒント！	
Meta Bridgeでは、
画面右上に前の

画面に戻るための
ボタンが表示され

ます。	

画面をスクロールさせてどんなメタ
データ語彙が登録されているのか確

認してください。	
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２．メタデータの語彙を探す(４) 
•  登録されている語彙を検索します。	

– 「語彙定義検索一覧」では条件を指定して登録さ
れている語彙を検索できます。	

①語彙を登録した組織
をプルダウンで指定しま

す。	

②クラス／プロパ
ティのローカル名で
検索可能です。※完

全一致	

登録組織：「標準提供語彙」	
クラス／プロパティ：「すべて」「title」	

を条件で入力して検索ボタンをクリックしてください。	

２．メタデータの語彙を探す(５) 
•  メタデータ語彙の検索結果を確認します。	

３件のメタデータ語彙定義
がヒットしたことを確認し

てください。	

　ヒント！	
語彙定義利用記述規則数とは？	

	
該当するメタデータ語彙を使用して
いる記述規則の数を表示していま
す。クリックすると記述規則の一覧

を表示します。	
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２．メタデータの語彙を探す(６) 
•  メタデータ語彙定義の内容を確認します。  
　(基本情報)	

①検索結果から「Dublin 
Core Metadata Element 
Set, Version 1.1」をクリッ

クします。	

　ヒント！	
メタデータ語彙定義をダウン
ロードできます。オリジナル
出力は登録元のオリジナル
ファイルをそのままダウン

ロードできます。	

②語彙定義参照が表
示されます。	

２．メタデータの語彙を探す(７) 
•  メタデータ語彙定義の内容を確認します。 
　(プロパティ情報)	

　ヒント！	
並び順変えができます。	

①プロパティ名をクリックし
ます。クリックするとプロパ
ティの詳細情報を表示し

ます。 
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２．メタデータの語彙を探す(８) 
•  プロパティの詳細情報の内容を確認します。	

　ヒント！	
このプロパティを利用してい
るメタデータ記述規則の一覧

を表示できます。	

語彙の内容について詳細
情報が表示されます。語
彙の内容について確認し

てください。	

２．メタデータの語彙を探す(９) 

•  練習問題 
– デジタルコンテンツ（画像）をインターネットで販売

するＷｅｂサイトで使えそうなメタデータ語彙を３つ
探してください。 

– 探した語彙は下記に記入してください。 
 
語彙定義名	 語彙定義の名前空間

（接頭辞）	
語彙（プロパティ）	
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２．メタデータの語彙を探す(１０) 

•  以上でメタデータの語彙を探すは終了です。 

３．メタデータの記述規則を探す(１) 
•  Meta Bridgeに登録されているメタデータの

記述規則の検索方法を説明します。	
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３．メタデータの記述規則を探す(１) 
•  「記述規則検索」を表示する。	

①一般利用メニュー
の「語彙定義検索」を

クリックします。	

②記述規則一覧が表
示されます。	

３．メタデータの記述規則を探す(2) 
•  全てのメタデータ記述規則を表示します。	

①検索ボタンを
クリックします。	

②画面の下部に
登録されている記
述規則の一覧が

表示されます。	

画面をスクロールさせてどんなメタ
データ記述規則が登録されているの

か確認してください。 
登録組織や利用語彙定義を指定した

検索を試してください。 

　ヒント！	
登録組織と記述規則で利用
している語彙で検索ができま

す。	
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•  メタデータ記述規則の内容を確認します。  

３．メタデータの記述規則を探す(３) 

①「書誌情報記述規則サ
ンプルその２」をクリックし

てください。 
②記述規則参照が表

示されます。	

３．メタデータの記述規則を探す(４) 
•  メタデータ記述規則の内容を確認します。  

　ヒント！ 
メタデータの記述規則が表示
されます。語彙や出現回数、
値制約等が表示されます。	

記述規則の内容を確
認してください。 

リンクをクリックすると
それぞれ詳細情報を

表示できます。 
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３．メタデータの記述規則を探す(５) 
•  以上でメタデータ記述規則を探すは終了です。  

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(１) 

•  Meta BridgeではExcel等で作成したメタデー
タから、RDF/XML形式やHTML形式のメタ
データを作成できます。 

•  登録済みのメタデータ記述規則「書誌情報記
述規則サンプル」のメタデータを生成します。 
– ここではサンプルデータを使用してメタデータの

変換を行います。下記のＵＲＬからサンプルデー
タをダウンロードしてください。 
http://www.mi3.or.jp/sample 
sample.txtフィルをＰＣに保存してください。 
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•  サンプルファイルを確認します。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(２) 

　ヒント！ 
サンプルファイルはタブ区切

りテキストファイルです。	

　ヒント！ 
タブ区切りテキストの列は、メ
タデータ記述規則のラベルの

並びと一致させます。	

•  記述規則の詳細画面からメタデータ生成画
面を表示します。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(３) 

①「書誌情報記述規則サ
ンプル」をクリックしてくだ

さい。 

②メタデータＲＤＦ生成
（ＣＳＶ）をクリックします。	
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•  メタデータを変換します。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(４) 

①メタデータ生成の条件として
下記を指定してください。 

入力形式：ＴＳＶ形式（タブ） 
ヘッダ列ありにチェック 
出力形式：ＨＴＭＬ形式 

②参照ボタンをクリッ
クしてダウンロードし
たサンプルファイルを

選択してください。 

③ファイルから生成ボ
タンをクリックしてくだ

さい。 

•  作成したメタデータをダウンロードします。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(５) 

①ダウンロードボタンを
クリックします。 

②zip形式のファイルを
任意の場所にダウン

ロードします。 
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•  メタデータを確認します。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(６) 

　ヒント！ 
Zipファイルから３つのファイルが展開できます。 

拡張子がrdfのファイルがRDF形式に変換したメタ
データです。テキストエディタ等で表示できます。 

拡張子がhtmlのファイルがHTML形式のメタデータ
です。ブラウザ等で表示できます。 

•  以上でＲＤＦ形式のメタデータ作成は終了です。 

４．ＲＤＦ形式のメタデータを作成する(６) 
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第２部　メタデータスキーマを作ってみよう！	

1.  Meta Bridgeへのユーザ登録	

2.  Meta Bridgeへのログイン	

3.  メタデータの語彙の登録	

4.  メタデータの記述規則の登録	

メタデータスキーマを作ってみよう！ 
•  想定ケース 

– あなたはデジタルコンテンツ（画像）をインター
ネットで販売するＷｅｂサイトの構築の担当者です。 

– Ｗｅｂサイトの構築にあたりメタデータスキーマを
作成しなければなりません。 

– 幅広くデジタルコンテンツを流通させるために相
互運用性の高いメタデータを作りたいと考えてい
ます。 

– 既存で利用できそうなメタデータ語彙は、既に
Meta Bridgeで探しました。でもいくつかの語彙が
不足しています。 
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メタデータスキーマを作ってみよう！ 
•  作成の手順 

– Meta Bridgeのユーザ登録 
– Meta Bridgeへのログイン 
– メタデータに必要な語彙の検討 
– メタデータ語彙の登録 
– メタデータ記述規則を検討 
– メタデータ記述規則の登録 
– メタデータ記述規則を使う 

１．Meta Bridgeへのユーザ登録(1) 
•  アカウント申し込みをします。  

– http://www.mi3.or.jp/ 
  

①メタデータ基盤協議
会のＴＯＰページ下部
にあるアカウント登録

のリンクをクリック。	

②アカウント登録画面
が表示されるので必要
事項を入力して送信し

てください。	

本日は登録済みのア
カウントを使用します。 
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２．Meta Bridgeへのログイン(1) 
•  ログインページを表示します。  

①Meta Bridgeの画面
右上にあるログインリ
ンクをクリックします。	

②ログイン画面が表示さ
れたらＩＤとパスワードを入
力してログインボタンをク

リックしてください。	

２．Meta Bridgeへのログイン(2) 
•  レジストリ管理メニューを表示します。  

　ヒント！ 
ログインするとレジストリ管理メ

ニューが表示されます。 
レジストリ管理メニューからは以下

の機能を使用できます。 
 

【語彙定義ファイル登録】 
メタデータ語彙定義を登録できます。
登録は定義ファイルを作成しアップ

ロードします。 
【登録済語彙定義】 

登録済みの語彙定義を表示できま
す。語彙の削除ができます。 
【記述規則ファイル登録】 

メタデータ記述規則を登録できます。
登録は定義ファイルを作成しアップ

ロードします。 
【記述規則登録】 

記述規則をＷｅｂ画面から作成でき
ます。 
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３．メタデータの語彙の登録(１) 
•  必要な語彙を検討します。 

– 第１部の練習問題で探した語彙以外で必要とな
る語彙を検討します。 

– ここでは、「ダウンロード回数」という語彙を想定し
ます。 

３．メタデータの語彙の登録(２) 
•  メタデータ語彙を登録する。 

– メタデータ語彙の登録では語彙定義ファイルを作
成する必要があります。 

– ここでは、既に登録済みの語彙定義ファイルをダ
ウンロードし、修正して登録を行います。 
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３．メタデータの語彙の登録(3) 
•  語彙定義ファイルのダウンロード 

①レジストリ管理メ
ニューの登録済語彙定

義をクリックします。	

②サンプル語彙定
義をクリックします。	

③RDF/XML出力
をクリックして語彙
定義ファイルをダ
ウンロードします。	

本日は登録済みのアカ
ウントを使用します。 

vocabulary.rdfという
ファイルがＰＣに保存さ
れたことを確認してくだ

さい。 

３．メタデータの語彙の登録(４) 
•  語彙定義ファイルの修正 

vocabulary.rdfをテキストエディタで開いてください。（文字コードはUTF-8） 
①は語彙のプロパティを定義しています。（ここではサンプルという語彙があります） 

②は語彙定義の名前や更新日（基本情報）を表しています。 

①	

②	
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３．メタデータの語彙の登録(５) 
•  語彙定義ファイルの修正 

語彙定義ファイルを下記の内容に修正してください。 
①「サンプル」⇒「ダウンロード回数」 

②「x0001」⇒お配りした識別コードに変更してください。例：「x0010」 
③「サンプル語彙定義」⇒「デジタルコンテンツ語彙」＋識別コード　例：「デジタルコンテンツ語彙x0010」 

④「sample」⇒「download」 
赤線の部分は削除してください。 

①	
②	

②	

③	

④	

３．メタデータの語彙の登録(６) 
•  修正後の語彙定義ファイル 

上記の内容に変更できたら語彙定義ファイ
ルを保存してください。 

　ヒント！ 
「x0010」は識別コードです。
この部分は配布された識別

コードを使用してください。	
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•  語彙定義ファイルの登録 

３．メタデータの語彙の登録(７) 

①レジストリ管理メ
ニューの語彙定義ファ
イル登録をクリックしま

す。	

②修正した語彙定義
ファイルを選択して、

ファイルからの取り込
みボタンをクリックし

ます。	

登録区分：新規登録 
語彙定義ＵＲＩ：
http://www.infocom.co.jp/のあ
とに識別IDを記入 
種類：RDF/XML形式 
を指定してください。 

　ヒント！ 
語彙定義URIの例 

例：http://www.infocom.co.jp/x0010 

•  語彙定義ファイルの登録 

３．メタデータの語彙の登録(８) 

①入力したら登録ボ
タンをクリックすると
語彙登録が完了し

ます。	

名前空間：識別ID 
バージョン情報：1.0 
を入力してください。 

　ヒント！ 
ダウンロード回数の語彙が登録されて

います。 
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•  語彙登録結果の確認 
– メタデータ語彙の検索画面から登録した語彙を確

認してください。 
– 登録組織名は「インフォコム」で登録されます。 

•  以上でメタデータ語彙の登録は終了です。 

３．メタデータの語彙の登録(９) 

4．メタデータの記述規則の登録(1) 
•  メタデータ記述規則の検討 

– ここでは、第１部の練習問題で探したメタデータ
語彙と先ほど登録したメタデータ語彙を合わせた
メタデータを作成します。 

– メタデータ記述規則を検討し、下記の表に記載し
てください。出現回数は必須、省略可能、１回、自
由等です。ラベルは項目の名前です。 

 語彙定義名	 名前空間接頭辞	 ラベル	 語彙（プロパティ）	 出現回数	
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4．メタデータの記述規則の登録(２) 
•  登録画面を表示します。 

①レジストリ管理メ
ニューの記述規則登録

をクリックします。	

②新規記述規則
作成をクリックしま

す。	

記述規則URIは以下の値を入力してください。 
http://www.infocom.co.jp/sample/x0010 

※x0010の部分には識別コードを記入。 

③記述規則URIを
入力します。	

④設定ボタンをク
リックします。	

4．メタデータの記述規則の登録(３) 
•  メタデータ記述規則を作成します。 

バージョン情報：1.0 
タイトル：「デジタルコンテンツ記述規
則」＋識別コード 
例：デジタルコンテンツ記述規則x0010 
を入力してください。 
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4．メタデータの記述規則の登録(４) 
•  記述規則にID項目を追加します。 

①記述規則ID追
加をクリックします。	

ラベル：「ID」 
クラス：「未選択」 
を入力してください。 

②追加ボタンをク
リックします。	

4．メタデータの記述規則の登録(５) 
•  メタデータ記述規則の検討で作成した記述規

則を登録します 

①記述制約追加を
クリックします。	

語彙を１件づつ登録します。メタ
データ記述規則の検討にて作成し
たシートの情報を入力します。 
 
ラベル：ラベルを入力します。 
プロパティ：語彙を選択します。接頭
辞とプロパティで選択できます。 
タイプ：適切な値を選択します。 
出現回数：検討した出現回数を指
定します 
 

②追加ボタンをク
リックします。	



26	

4．メタデータの記述規則の登録(２) 
•  メタデータ記述規則を保存します。 

①登録ボタンをク
リックします。	

　ヒント！ 
このサンプルでは 

タイトル、ダウンロード回数、内容、価
格の項目でメタデータを作成しました。 

4．メタデータの記述規則の登録(２) 
•  以上でメタデータ記述規則の登録は終了です。 
•  デジタルコンテンツを販売するWebサイト用のメ

タデータがMeta Bridgeへ登録され、公開された状
態となりました。 

•  メタデータ記述規則を検索して確認してください。 
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第３部　メタデータを変換してみよう！	

メタデータを変換してみよう！ 
•  想定ケース 

– あなたはデジタルコンテンツ（画像）をインター
ネットで販売するＷｅｂサイトの構築の担当者です。 

– Meta Bridgeを使用してメタデータスキーマの作
成はできました。 

– 外部機関でもメタデータを活用してもらうために、
RDF形式のメタデータを作成したいと思っていま
すが記述が難しく簡単には作成できません。 
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メタデータを変換してみよう！ 
•  作成の手順 

– メタデータを作成する 
– RDF形式へ変換する 

１．メタデータを作成する 

•  Meta BridgeではExcel等で作成したメタデー
タから、RDF/XML形式やHTML形式のメタ
データを作成できます。 

•  第２部で作成したメタデータスキーマ用のメタ
データをExcel等で作成してください。各列が
メタデータスキーマのプロパティに対応するよ
うに作成します。 
– Excel等が無い場合はタブ区切りテキストをテキ

ストエディタで作成することができます。 
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１．メタデータを作成する（１） 

•  メタデータの作成例（Excel等を使う場合） 
 
 

①記述制約項目を
列にしてデータを

記述します。	

②タブ区切り形式
で保存します。	

１．メタデータを作成する（２） 

•  メタデータの作成例（テキストエディタを使う場合） 
 
 

①記述制約項目を
列にしてデータを

記述します。	

②タブ区切り形式
で記述し保存しま

す。	
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•  第２部で登録したメタデータ記述規則の記述
規則参照を表示します。 

２．ＲＤＦ形式へ変換する（１） 

①メタデータＲＤＦ生成
（ＣＳＶ）をクリックします。	

•  メタデータを変換します。 

２．ＲＤＦ形式へ変換する（２） 

①メタデータ生成の条件として
下記を指定してください。 

入力形式：ＴＳＶ形式（タブ） 
ヘッダ列ありにチェック 
出力形式：ＨＴＭＬ形式 

②参照ボタンをクリッ
クしてダウンロードし
たサンプルファイルを

選択してください。 

③ファイルから生成ボ
タンをクリックしてくだ

さい。 
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•  作成したメタデータをダウンロードします。 

２．ＲＤＦ形式へ変換する（３） 

①ダウンロードボタンを
クリックします。 

②zip形式のファイルを
任意の場所にダウン

ロードします。 

•  メタデータを確認します。 

２．ＲＤＦ形式へ変換する（４） 

　ヒント！ 
Zipファイルから３つのファイルが展開できます。 

拡張子がrdfのファイルがRDF形式に変換したメタ
データです。テキストエディタ等で表示できます。 

拡張子がhtmlのファイルがHTML形式のメタデータ
です。ブラウザ等で表示できます。 
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•  以上でメタデータ変換は終了です。 

２．ＲＤＦ形式へ変換する（５） 

最後に	

•  本チュートリアルではMeta Bridgeの基本
的な機能について説明しました。 

•  ご紹介した機能の他にメタデータをDublin 
Core形式に変換する機能があります。 

•  アカウント登録をしていただき、Meta Bridg
eをご利用いただければ幸いです。 


